
下水道施設の建設・改築更新などを実施

　差引は6億29万円となっていますが、今後、人口減少による
使用料収入の減や施設の老朽化による修繕費などの増が見込ま
れます。また、施設の耐震化や老朽施設の更新、企業債償還金
などの財源として資本的収支の不足額へ補てんします。

　差引不足額は損益勘定留保資金（減価償却費など現金支出が伴
わないのに費用計上するため、会計内部に留保された資金のこ
と）、繰越利益剰余金などで補てんします。

雨　水
加茂雨水ポンプ場耐震診断業務
加茂雨水ポンプ場耐震補強詳細設計業務
平野外地内水路改良詳細設計
内水ハザードマップ作成　などの委託
 1億5,880万円
管きょ等築造工事
　矢問5号雨水幹線
　東畦野第一雨水幹線　など 1億6,600万円

工事に伴う移設などの補償 1,361万円

汚　水
管路施設耐震診断調査業務などの委託
 1億100万円
管きょ等築造工事
　平野1丁目地内など 7,500万円

改築更新工事
　水明台汚水中継ポンプ場など 2億9,596万円
管きょ更生工事
　清和台地内など 2億2,680万円
工事に伴う移設などの補償 728万円
猪名川流域下水道建設事業費負担金 
 1億5,457万円 

収益的収入
38億6,956万円（昨年度 38億8,434万円）

収益的支出
32億6,927万円（昨年度 32億1,698万円）

差引
6億29万円（昨年度 6億6,736万円）

公営企業会計 令和 4 年度の予算が決まりました

　川西市新下水道ビジョンの基本理念『安全で快適な暮らしを支えるため
に̶「循環のみち下水道」の持続と進化̶』の実現に向けて、老朽化が進
む施設についてはストックマネジメント（維持管理）計画に基づく点検及
び更新を実施し、また、雨水による浸水被害の軽減に向けた雨水管きょ
整備と、生活環境改善に向けた汚水管きょ整備などを実施します。

下水道
事業

資本的支出   
26億679万円（昨年度 28億753万円）

資本的収入　
11億9,959万円（昨年度 11億4,342万円）

差引
△14億720万円（昨年度 △16億6,411万円）

雨水管きょ築造工事

汚水中継ポンプ場
改築工事

収益的収入及び支出
汚れた水を適切に処理するための経費と
その財源（下水道使用料など）をいいます。

資本的収入及び支出
施設を建設・整備するための経費と

その財源をいいます。
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